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校長版 

地域おこし・暮らし班が
花泉駅清掃ボランティア
を行ったほか、花泉図書館
読み聞かせボランティア、
花泉マラソン大会の運営
スタッフ参加など、花高生
はボランティア活動にも
積極的に参加しています。 

「花プロ地域課題研究」が 10 月 18 日（火）に行われました。
7 月 19 日（火）、９月１日（木）に続く３回目の取材・調査活動
で、体育館で鶏舞の稽古をしたグループ、新花泉小学校建設現場
を見学したグループ、講師を招いて講義を受講したグループなど
があり、12 月の研究発表会に向けて研究を進めていました。 

 

花プロ地域史学の見学コース 
貝鳥貝塚→満昌寺→千葉惣左エ門供養地蔵尊→ 
（昼食休憩）→千葉胤秀住家→千葉理案屋敷跡→ 
花泉福祉センター（ハナイズミモリウシ）→ 
宿場町金沢→下館銅屋遺跡→金森遺跡 

地元企業の見学を通して進路選択の幅を広げることを目的と
して、10 月６日（木）に１学年「企業見学会」が実施され、日本
端子株式会社花泉工場、AGC グラスプロダクツ株式会社、SWS
東日本株式会社一関工場を見学しました。 

いずれも花高の卒業生がお世話になっているなじみ深い企業
ばかりですが、各企業の担当者から詳しい説明を聞き、地元にも
優れた企業があることを再認識しました。 

 

ものづくりの企業や関係団体、工業系の教育機関などが一堂に
集まる「きたかみ・かねがさきテクノメッセ 2022」が北上総合
体育館で行われ、１・２年生が９月 30 日（金）に参加しました。 

北上・金ケ崎両市町を中心に、約 60 の企業、業界団体、教育
研究機関、行政が出展し、特別イベントでは電気自動車実演体験
やドローン体験なども行われました。 

10 月６日（木）に２学年「花プロ地域史学」が実施され、
花泉町先人顕彰会のご協力をいただき、花泉地区の遺跡や
先人ゆかりの場所を見学しました。 

学習した内容は来年１月に予定されている先人顕彰会の
例会で代表生徒が報告を行う予定です。 



 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

学校ホームページをご覧ください！ 
http://www2.iwate-ed.jp/han-h/ 

 

ＨＰでは学校からのお知らせのほか、「花高通信」

のバックナンバーや動画による学校紹介なども

ご覧いただけます。また、ウエブサイト note に

よる情報発信も始めています。下記アドレスにも

アクセスしてみてください。 

https://han-hs.note.jp 
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9 月 23 日（金）に第 74 回全日本合唱コンクール東北支部大会高校
部門が福島県郡山市のけんしん郡山文化センターで行われました。 

一関修紅高校との合同チームで本校から３年Ａ組の菅原捷子さん
と１年Ａ組の佐藤美佳さんが出場し、高校部門Ａグループで、出場の
25 団体中、金賞の６団体に次ぐ７位の評価で銀賞を受賞しました。 

こつこつと努力を積み重ねた成果です。おめでとうございます！ 

10 月９日（日）に第 33 回花泉マラソン大会「瀬古利彦杯」が行われました。 
秋晴れの下、３年ぶりに開催されたマラソン大会には選手や運営ボランティアなど

約 40 名の生徒と教職員が参加し、選手としては硬式野球、バドミントン、バスケット
ボールの部員などが５キロのコースを走り、競技役員としては受付、表彰、監察、救護
などを担当して大会を支えました。花高生は花泉のイベントになくてはならない存在
になっています。参加してくれた皆さん、お疲れ様でした！ 

10 月 17 日（月）、全校生徒を対象に佐藤
善仁一関市長による「高校生への市長講話」
が実施されました。 

一関市の人口減少の現状から、一関市と
首都圏での暮らしやすさの比較、住みたい
まちランキングで一関が上位に入っている
ことなどをお話しいただきました。 

高校卒業後に地元を離れても結婚などを
機に一関へ戻ることを考えてほしいという
佐藤市長の思いが伝わる講話でした。 

佐藤様、ありがとうございました。 

10 月 12 日（水）～14 日（金）の３日間、ＰＴＡ
声かけ運動が行われました。春季と合わせ、多くの
保護者の皆さんにご協力いただきました。 

来年度もご協力をよろしくお願いします。 


